は じ め に
この度は，小社発行の小学校算数教科書「わくわく 算数」をご採択いただき，ありがとうございます。
平成18年の教育基本法改正，平成19年の学校教育法の一部改正を経て，平成20年に新学習指導要領が告示されました。新学習指導要領には多くの指導内容が追加され，およそ40年ぶりに復活した内容も含まれています。また，言語力の育成・活用の観点から，単に答えを求めるのではなく，立式の根拠や問題解決の過程等に目を向けることが大切となります。
さらに，今回の教科書改訂にあたっては，教科書の改善・充実の視点から，「教科書に記述されている内容はすべて教えるものである」という従来の教科書観から，「個々の児童の理解の程度に応じた指導の充実に役立つ」「児童の学ぶ意欲の向上に役立つ」「児童が自学自習するのに役立つ」という新しい教科書観への転換が求められており，今後は教科書の使い方も変わっていくものと思われます。
それらを受けて，平成23年度版「わくわく 算数」では，新しい教科書観も踏まえながら，教科書に掲載する教材の充実を図り，児童が個に応じて効果的に学習が進められる等，多様な使い方ができるように工夫いたしました。
本冊子は，先生方が平成23年度以降の年間指導計画を立案される際の参考資料として作成いたしました。本冊子をご活用いただき，先生方の日々の授業の一助となれば幸いです。
株式会社新興出版社啓林館　編集部
小学校学習指導要領「算数科」改訂のポイント

文部科学省より
・基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のため，発達や学年の段階に応じた反復(スパイラル)による指導を充実（複数学年にわたり指導内容を一部重複させる等）。
・国際的な通用性，内容の系統性の確保や小・中学校の学習の円滑な接続等の観点から必要な指導内容を充実（図形(合同，対称等)や数量関係(文字式等)に関する指導の充実等）。
・知識・技能を活用する力を育成し，学ぶことの意義や有用性を実感できるよう，数量や図形についての知識・技能を実際の場面で活用する活動等の「算数的活動」を指導内容として学習指導要領に規定。
（1）学習内容の改善・充実

① 内容構成の見直し等
◎ 「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」の4領域に加え，新たに〔算数的活動〕を指導内容として規定。
◎ 複数学年にわたり指導内容を一部重複させる等により，基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着（例：第1学年で簡単な2位数の加減を導入的に扱い，第2学年で2位数の加減を本格的に指導。第4学年で整数の計算の定着と活用を指導）。
② 第1学年及び第2学年
◎（1年）絵や図を用いた数量の表現，量の大きさ(面積，体積等)の比較【H元年】等
◎（2年）簡単な2位数の乗法（1位数×2位数），簡単な分数（1／2等)【S43年】等
③ 第3学年及び第4学年
◎（3年）3位数×2位数の乗法【H元年】，小数や分数の意味と表し方及び加･減【H元年】等
◎（4年）整数の計算の定着と活用，同分母分数の加･減【H元年】等
④ 第5学年及び第6学年
◎（5年）素数,台形の面積【H元年】,異分母分数の加･減【H元年】,図形の合同【H元年】等
◎（6年）小数や分数の計算の定着と活用，角柱や円柱の体積【H元年】，拡大図と縮図【H元年】，対称な図形(線対称,点対称)【H元年】，反比例【H元年】，文字を用いた式【H元年】等
（2）言語力の育成・活用の重視

◎ 新設の〔算数的活動〕において，「言葉，数，式，図を用いたりして考え，説明する活動」「目的に応じて表やグラフを選び，活用する活動」等を規定。
【参考】年間標準授業時数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は週当たりのコマ数
	
	第1学年
	第2学年
	第3学年
	第4学年
	第5学年
	第6学年

	旧課程
	114(3.4)
	155(4.4)
	150(4.3)
	150(4.3)
	150(4.3)
	150(4.3)

	新課程
	136(4)
	175(5)
	175(5)
	175(5)
	175(5)
	175(5)


※平成21・22年度の移行期間より先行実施されています。
「わくわく 算数」の編集基本方針と構成

■編集の基本方針
１  児童の主体的な活動を促す
２　基礎・基本が確実に身につく
３　学んだことを活用し，探究できる
■教科書の特徴
・教科書は前半の「本編」と後半の「算数のまど」の二部で構成しています。
→「本編」では必修内容，「算数のまど」では児童が自ら取り組むことができる選択内容を取り上げています。

→「本編」と「算数のまど」をリンクさせ，「算数のまど」をどの段階で扱うのかを明確に示しています。

・上巻の巻頭には「算数のとびら」を設けています。
→「教科書の使い方」では，単元導入から単元の確かめまでの学習の流れと問題番号等の記号の意味を提示しており，教科書での学習活動が見えます。
→「学習の進め方」では，1時間の学習の進め方を提示し，これを指標として，学習内容に応じて創意工夫をした学習を進めることができます。
・既習事項を活用する問題には「学びをいかそう」のマークをつけています。特に活用を意識したページは緑色を基調とし，通常のページの青色との見分けがつくようにしています。
→学習したことを活用して，新たな問題に取り組んだり，身近な問題を解決することを通して，確実な理解が図れるようにしています。
・積極的に算数的活動を取り入れ，子どもたちが他者と関わりながら主体的に取り組めるようにしています。

→自分の考えや思考過程を他者に説明する活動を多く取り入れ，表現力を高めることはもちろん，他者と考えを共有したりしながらともに学び合う態度の育成を期待しています。
→言葉，数，式，図，表，グラフ等を適切に用いて自分の考えを説明したり，互いに考えを伝えあったりする活動を通して，言語活動の充実を図れるようにしています。
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■教科書での記号の意味と使い方
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